
K-5の⼦ども達（幼稚園年⻑さんから⼩学校5年⽣まで）
を扱う保護者へのヒント

スタンフォード⼦どもの適応とレジリエンスプロジェクト

家庭での遠隔学習
を⽀援する

学習空間

予想可能なルーチン ⽬標と進捗

親近感とつながり挫折に対処する

毎⽇のスケジュール
l 毎⽇リモート学習（遠隔学習）に使える場所
を１ヵ所決めましょう

l そこが共有スペースの場合は、段ボールや布
で仕切りを作って雑⾳や気が散るものを最⼩
限にしましょう。

l お⼦様がその空間を居⼼地の良いものにする
ための飾りつけする機会を与えましょう。
（例えば看板プレートを作る、お気に⼊りの
枕を持ち込むなど）

l その空間には学習のために必要な材料がそろ
っているようにしてください。何が必要かは
先⽣⽅に相談してください。

l 先⽣⽅は家庭でお⼦様に何を期待しているかを理解
しましょう。先⽣にメールや電話で連絡し明確に
しておきましょう。

l お⼦様がその⽇に完了すべきアクティビティを
シンプルなリストに書き出しておきましょう。

l おやつや⾝体を使った活動、ストレッチや運動遊び
など休憩時間を取るようにし⾃由時間も⼊れるよう
にします。幼い⼦にはより多く休憩時間が必要です。

l お⼦様の毎⽇のスケジュールを飾り付けるなどし
スペースに貼ってもらうことをすすめましょう。

l ご家族のニーズに合うよう必要に応じて修正します。
柔軟に対応しましょう。

l お⼦様が⾝体的に疲れていない早めの時間か
ら始めましょう。

l 毎⽇のスケジュールをお⼦様と⼀緒に⾒直し
しっかり理解しているかどうかを確認します。
（例：まずはこれをしましょう、次にはあれ
を...というように）

l お⼦様が段々⾃⽴できるようにしましょう。
（例：⾃分のおやつを⽤意できるようしたり
パソコンのトラブルに対処できるようする。）

l お⼦様がどんな時にどう助けを求めればよい
かを伝えておきましょう。

l 毎⽇の就寝時間を⼀定にしましょう

l 毎⽇の望ましい⾏動を⼦ども達と⼀緒に決めて
毎⽇⾒直しましょう。

l お⼦様がやり遂げられる範囲の⽬標とスケジュー
ルを設定しましょう。完璧を⽬指すのではなく、
進歩が⼤切です。

l タイマーを使って、⼦どもが⼀定時間集中できる
ように教えましょう。簡単なことから始めるよう
にします!!!

l 毎⽇（上⼿にできなかった⽇でも）シールや1円⽟
⼩⽯などを使い⽇々の向上に印をつけるように。

l 努⼒と上達が⾒られた時は、お⼦様の⼤好きなア
クティビティをご褒美にしてあげましょう。

l 簡単で落ち着ける⽅法を使いましょう：10まで
数える、深呼吸する、短い休憩を取るなど。

l お⼦様がどんな問題に直⾯しているのか、今ど
んな気持ちでいるかを⾃分で表現できるように
助けます。（...の時は...な気持ちになる）

l お⼦様と⼀緒に解決法を考え、あらかじめ設定
していた期待値と結びつけて考えます。

l お⼦様に、⾃分のとる⾏動はどんな結果に繋が
るかの因果関係を説明しましょう。無理のなく
優しい、かつしっかりした制限を設けます。

l 誰もがベストをつくしているという前提に⽴ち
ましょう。⾃分⾃⾝に優しくあることです。
周りの⼈には気⻑な気持ちで接しましょう

l 先⽣に聞いてみたり他の⼈々に助けを求めます。

l 楽しいごあいさつ、歌やダンスなど、毎⽇を
ちょっとした楽しさ溢れる体験から始めましょ

l お⼦様が役に⽴てる機会をつくりましょう。
（例：家事のお⼿伝い、お料理の下ごしらえ、
兄弟姉妹への読み聞かせ）

l 毎⽇、注意散漫ではない状態で⼦どもと接して、
気持ちが通じられるようにしましょう。前向きな
経験に焦点をあてるようにします。もし時間があ
れば、お⼦様が選んだアクティビティを⼀緒にや
るようにします。

l お⼦様が⼼配事を打ち明ける機会を作り、安⼼感
を与えましょう。




